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1-1
理念・目的・育成人材像は定められ
ているか

1-2
学校の特色は何か

1-3
学校の将来構想を抱いているか

2-4
運営方針は定められているか

2-5
事業計画は定められているか

2-6
運営組織や意思決定機能は、効率
的なものになっているか

2-7
人事や賃金での処遇に関する制度
は整備されているか

2-8
意思決定システムは確立されている
か

2-9　情報システム化等による業務
の効率化が図られているか

計画はあくまで計画であり、数字には表れない学生それぞれの思
いや考えをどのように組み上げていくのかを検討して欲しい

学校生活を過ごすことに課題のある学生のフォローは、かなりの労
力と心労があると思います。学校スタッフの皆さんが得意な領域を
活かして、面で対応する必要があると思っています
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学校法人コミュニケーションアート大阪ECO動物海洋専門学校は、滋慶学園
グループ（※１）に属し、「職業人教育を通じて社会に貢献する」ことをミッショ
ン（使命）としている。

「３つの建学の理念」（「実学教育」（※２）「人間教育」（※３）「国際教育」（※
４））を実践し、「４つの信頼」（①学生と保護者からの信頼②業界からの信頼
③高校からの信頼④地域からの信頼）を得られるように学校運営をしている。

建学の理念に基づき、大阪ECO動物海洋専門学校は、動物・海洋生物・自然
環境を通して、人に喜びや感動を与えられる「即戦力」となる人材育成を教育
目標としている。現在、動物・海洋生物・自然環境業界を取り巻く社会の環境
は大きく変化している為、本校では『産学連携教育システム』により、様々な変
化にも対応できる人材の育成を実現している。

「業界と共に業界に必要な人材を育成する」の実践を更に強化していく
4年制のエコ・テクノロジー科では、神戸市にあるatoaの新エリアの企画提案
の機会をいただいた。
長崎バイオパークや須磨シーワールド、大阪府動物愛護管理センター等現場
と連携した実習を充実させ、即戦力の人材を育成していきたい

3

現場での実務経験はもちろん、現場に臨むにあたっての身構え、
気構え、心構えも実習を通じて身につけてもらいたい。
事前準備と事後のフォローを含めて積極性が見える人材の育成を
心がけていただきたい

多くの実習の機会を得られることは良いことだと思います。
実習を通じて、学生・施設がwin-winの関係になっていけるように、
相談しながら進めていきたいと思います
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滋慶学園グループが計画する５ヶ年計画をうけ、各校は具体的に各年度事業
計画書を作成し、その中で５年後の将来像等構想を描いている。

諸環境の変化に対応できるように、事業計画については、滋慶学園グループ
が毎年、長期・中期・短期展望をし、事業計画を作成している。この事業計画
書が各学校における運営の核となるものである。事業計画は、法人常務理事
会、法人理事会の決済を受け、承認を得ることになっている。それを受け、各
学校では毎年３月に事業計画を全教職員へ周知徹底するための研修も行っ
ている。事業計画においては、グループ全体の方針や方向性、組織、各部署
における目標や取り組み、職務分掌、各種会議及び研修等々についてが明
確に示されている。

運営組織は、事業計画の核をなす組織目的、運営方針、実行方針と実行計
画に基づいたものである。単年度の運営も、中期計画の視点にたって行われ
る。事業計画書の組織図には学校に係わる人材が明記され、誰もが全員の
組織上の位置づけを理解できるようになっている。

入職5年未満の若手スタッフとベテラン中堅スタッフの融合と役割分担を積極
的に見直しました

新入生の早期退学をどのように防止していくか、学校全体の課題として取り組
んでいる
新しい環境へのミスマッチ、新しい交友関係構築の中での躓き、教学内容と
学生それぞれの能力差異等、課題は多い。

特に新入生が安心して学校生活に臨めるよう、組織運営を見直しチーム全体
でサポートしていく

2.5

学校法人　コミュニケーショアート  大阪ECO動物海洋専門学校　学校関係者評価委員会

令和7年6月5日実施分

大項目 点検・評価項目 点検・評価項目総括 特記事項（特徴･特色･特殊な事情等） 学校関係者評価委員よりの御意見



3-10
各学科の教育目標、育成人材像
は、その学科に対応する業界の人
材ニーズに向けて正しく方向付けら
れているか

3-11
修業年限に対応した教育到達レベ
ルは明確にされているか

3-12
カリキュラムは体系的に編成されて
いるか

3-13
学科の各科目は、カリキュラムの中
で適正な位置付けをされているか

3-14
キャリア教育の視点に立ったカリュ
キュラムや教育方法などが実施され
ているか

3-15
授業評価の実施･評価体制はあるか

3-16
育成目標に向け授業を行うことがで
きる要件を備えた教員を確保してい
るか

3-16-17
教員の専門性を向上させる研修を
行っているか

3-17
成績評価・単位認定の基準は明確
になっているか

3-18
資格取得の指導体制はあるか

4-19
就職率(卒業者就職率・求職者就職
率・専門就職率)の向上が図られて
いるか

4-20
資格取得率の向上が図られている
か

4-21
退学率の低減が図られているか

4-22
卒業生・在校生の社会的な活躍及
び評価を把握しているか

コミュニケーションは学ぶものではなく身につけるもので、環境設定
に力をいれてもらいたい

国家試験合格がスタートラインとなる愛玩動物看護師は、特に資格
取得への取組を強化し、受験者＝合格者ではなく、入学者全員が
合格できるように一緒にがんばっていきましょう

3
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職業人教育は常に業界と密接な関連を持たなければ、教育目標、育成人材
像は正しく方向づけられないと考えており、業界の人材行動を常にキャッチ
し、その変化に対応して養成目的や教育目標の見直しを毎年実施している。

本校は教育システムとして、独自の「産学連携教育システム」を構築しており、
このシステムにより、業界と乖離することなく、業界で即戦力となりうる人材を
育成、輩出できている。

教育目標達成のためのカリキュラムは、入学前から卒業まで、体系的に編成
されているが、教育部会等で研究、見直し等を行っている。
カリキュラムは学科（専攻）に関わるもののみならず、社会的・職業的自立を
目指し、「キャリア教育」の視点に立ったものになっている。

特に新入生を中心に、LGBT等合理的配慮を伴う学生情報を本人の申し出を
元に講師の先生と前向きに対策を協議する

学生満足は、普段の授業の質を如何に高めていくかに起因すると考え、上記
配慮に関する情報だけでなく、業界・学生双方が必要性を感じられる授業内
容に向かうためアイデアを共有しました

2.7

配慮を希望する学生に対して学校や関係機関と連携した取り組み
をされているのは、社会背景に対応した良い取り組みだと思いま
す。
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教育成果は目標達成の努力の結果であるが、本校では、就職希望者の全員
就職、退学者０名 を教育成果の最終目標に学校運営を行っている。

就職では、開校以来、就職希望者の全員就職を達成しているが、専門就職率
の向上も課題として取り組んでいる。

退学率では、様々な取り組みの努力を重ねているがまだまだ課題の残る結果
となっている。授業アンケートを通じて学生の声をしっかり取り入れ、お客様満
足度の高い学校にする必要がある。

コロナ期から継続した課題となっているコミュニケーション能力の向上、コミュ
ニケーション機会の創出は引き続き重点項目としています。

昨今、業界からのニーズとして言葉だけではなく、表情を含めた非言語コミュ
ニケーションの意識も求められていることから、授業内容の改善を企画してい
ます

3



5-23
就職に関する体制は整備されている
か

5-24
学生相談に関する体制は整備され
ているか

5-25
学生の経済的側面に対する支援体
制は整備されているか

5-26
学生の健康管理を担う組織体制は
あるか

5-27
課外活動に対する支援体制は整備
されているか

5-28
学生寮等、学生の生活環境への支
援は行われているか

5-29
保護者と適切に連携しているか

5-30
卒業生への支援体制はあるか

6-31
施設・設備は、教育上の必要性に十
分対応できるよう整備されているか

6-32
学外実習、インターンシップ、海外研
修等について十分な教育体制を整
備しているか

6-33
防災に対する体制は整備されている
か

問題ないと思います

5
　
学
生
支
援

2

本校では、学生が目標を達成できるように、物心両面の環境を整備していくこ
とで支援に繋がると考える。

学生支援には、①就職 ②学費 ③学生生活 ④健康 などの分野で行っている
が、それぞれの分野で対応できる担当部署及び担当者を置いている。
①就職については、専門部署であるキャリアセンターを設置し、担任との強い
連携をとりながら、就職の相談、斡旋、面接他各種指導などの支援をしてい
る。

②学費については、相談窓口として事務局会計課を置き、提供できる学費面
でのサービスをアドバイスするファイナンシャルアドバイザーにより支援してい
る。

③学生生活については、担任及び副担任制により行うが、それ以外にもSSC
（スチューデント・サービス・センター）という悩みや相談を受ける専門部署を置
き、支援している。

④健康については、滋慶学園グループのクリニックである慶生会クリニック大
阪が担当し、在学中の健康管理を支援している。
また、学生の課外活動であるサークル・同好会について、学校が年間予算を
計上し、担当者を配置して、支援し、学生満足度アップに貢献している。

今後の課題としては学生一人ひとりをしっかり見ていく体制を強化することで
ある。担任のみならず事務局スタッフ、教務事務、キャリアセンター、警備員な
ども含め全員でサポートするような体制をつくりあげることが課題と考える。

昨年から引き続き、学生が困った時に相談ができる窓口、機会、時間を増や
し、安心して学校生活を送ってもらえるように支援する

2.7 特にありませんでした

6
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本校は、業界で即戦力となり得る人材育成を目的としており、そのための教育
環境（施設・設備、機材等）の整備は重要であるが、完備されていると
考える。

好きなことを仕事にしてもらえるよう。たくさんの動物と一緒に学べる学習環境
に引き続き力をいれていきます

3



7-34
学生募集活動は、適正に行われて
いるか

7-35
学生募集活動において、教育成果
は正確に伝えられているか

7-36
入学選考は、適正かつ公平な基準
に基づき行われているか

7-37
学納金は妥当なものとなっているか

8-38
中長期的に学校の財務基盤は安定
しているといえるか

8-39
予算・収支計画は有効かつ妥当なも
のとなっているか

8-40
財務について会計監査が適正に行
われているか

8-41
財務情報公開の体制整備はできて
いるか

国や自治体等で様々な支援制度ができているが、ニュースなどで
報道されている情報と実態は少し差異があると分かった。
正しい情報発信に努め、学生に不利益がでないようにしてあげてく
ださい

7
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本校は、大阪府専修学校各種学校連合会に加盟し、同会の定めたルールに
基づいた募集開始時期、募集内容（AO 入学等も）を遵守している。
また過大な広告を一切廃し、必要な場合は根拠数字を記載するなど、適切な
学校募集ができるように配慮している。さらに、広告倫理委員会を設置し、広
報活動の適切さをチェックしている。
広報・告知に関しては、各種媒体、入学案内、説明会への参加やホームペー
ジを活用して、学校告知を実施し、教育内容等を正しく知ってもらうように努め
ている。
入学選考に関しては、出願受付及び選考日を学生募集要項に明示し、決めら
れた日程に実施しているが、入学選考後は、「入学選考会議」により、合否を
決定する。なお、本校における入学選考は、学生募集要項にも明示している
通り、「面接選考」及び「書類選考」であるが、その基準となるのは、「目的意
識」である。将来目指す業界への職業意識や具体的な目標がしっかりしてい
るかを確認すると共に、その目的が本校より提供する教育プログラム及びカリ
キュラムにおいて実現可能かを確認するもので、入学試験という名称のもと、
学科試験を行うものではない。
学納金や預かり金、教材等の見直しを毎年行っており、学費及び諸経費の無
駄な支出をチェックしている。保護者への授業料及び諸経費の提示について
も、入学前の段階において、年間必要額を学生募集要項に明記し、基本的に
期中で追加徴収を行わない。

2024年度新入生 525名（入学定員520名）
2025年度新入生　538名（入学定員520名）となりました
昨年から増加となっています。

学科単体で入学定員に満たなかった4年制のエコ・テクノロジー科について、
入学者47名となり、入学定員を確保することができました。
今後更なる質の高い教育、業界からの要望に則った即戦力の人材を育成し
ていくために、入学定員の見直しを検討しております。
認知拡大と業界からのニーズが入学検討者に浸透してきたことがポジティブ
な要件でした

3 問題ないと思います

8
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財務は、学校運営に関して、重要な要素の１つである。その中で予算（収支計
画）は学校運営に不可欠なものであって、その予算を正確かつ実現可能なも
のとして作成する必要がある。

毎年、次年度事業計画を作成し、その事業計画の中に５ヶ年の収支予算を立
てているが、次年度の収支予算はもちろんのこと、中長期的に予算を立てる
ことによって、学校の財務基盤を安定させるための計画を事前に組んでおく
のが目的である。

昨年から引き続き、入学定員の充足、退学率の低減が奏功しており、短期的
にも中長期的にも適正な運営がなされていると考えております

2026年度入学生より4年制のエコ・テクノロジー科の入学定員を80名に、動物
園・動物飼育専攻と水族館・アクアリスト専攻を3年制（定員200名）に学科編
成を変更する予定です
中期的な計画ですが、2029年度には学費収入が24億円になる予定で、更な
る学生への教育の質向上に望むことができると計画しています

3



9-42
法令、設置基準等の遵守と適正な
運営がなされているか

9-43
個人情報に関し、その保護のための
対策がとられているか

9-44
自己点検・自己評価の実施と問題
点の改善に努めているか

9-45
自己点検・自己評価結果を公開して
いるか

10-46
学校の教育資源や施設を活用した
社会貢献を行っているか

10-47
学生のボランティア活動を奨励、支
援しているか

非常に良い取り組みだと感じました

社会貢献とは、社会からの要望にどのように応えていくのかが判断
基準である。貢献の考えが学校本意にならないように、多方面から
の声に耳を傾けていただきたい

9
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法令を遵守するという考えは、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、各
校の教職員全員でその方針を理解し、実行に努めている。
法人理事会のもとに、コンプライアンス委員会で学校運営が適切かどうかを
判断している。現状では、学校運営（学科運営）が適切かどうかは次ぎの各調
査等においてチェックできるようにしている。
①学校法人調査 ②自己点検・自己評価 ③学校基礎調査④専修学校各種学
校調査 等である。
組織体制強化やシステム構築にも努め、次のようなものがある。
（A）組織体制
①財務情報公開体制（学校法人）
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
（B）システム（管理システム）
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
③防災管理士システム（滋慶学園グループ）
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
⑤コンピュータ管理システム（COM グループ）
滋慶学園グループ、滋慶学園COM グループと全体というスケールメリットを活
かし、各委員会、体制、システムにより、各校が常に健在な学校（学科）運営
ができるようにしている。

学生個人のSNS活用について、社会的な問題になっている事例もニュース等
で増えてきた。SNSを中心としたインターネットの活用は、活用方法の教授より
もリテラシー教育の充実に重点項目を変更し、学生だけでなくスタッフや講師
の皆さまにも適正な運用をお願いしてきたい

ITリテラシー理解度テストの拡充
AIリテラシー理解度テストの新設（資料参照）

南海トラフ地震を想定した緊急時の対応を各教室、実習室ごとに図示したア
クションカードを作成しました
また、学内の備品も見直し、災害対策を強化しました

2.5

リテラシー教育は学校だけではなく、社会全体の課題だと感じてい
ます。参考にさせていただきます

災害に対する備えは、学校だけでなく地域全体の課題です。
有事の際には連携した取組が必要だと考えます

1
0
　
社
会
貢
献

3

本校には、「３つの教育理念」（「実学教育」「人間教育」「国際教育」）を実践
し、「４つの信頼」（①学生と保護者からの信頼、②高等学校からの信頼、③業
界からの信頼、④地域からの信頼）を得られるように学校運営をしている。

この「４つの信頼」の獲得を目指すことが社会貢献に繋がると考えている。例
えば、業界企業や団体、あるいは中学校・高等学校等の教育機関とタイアッ
プして行う、出張授業支援やクラブ活動支援、また、スタッフが高校へ出向い
て行う特別講義等では、「高校の先生の信頼」に繋がっている。

今年は人数制限を設けることなく、学園祭を開催することができた。
2871名に来場していただき、地域の皆さまと一体となった学校運営を心がけ
ていきたい
また、不定期で学内の飼育実習室及び水槽教室を一般の皆さまに見学いた
だく、飼育室開放Day、エコ水族館も開催することができた

3



令和 7年度 第 1回 学校関係者評価委員会 議事録 

 

 
◆日時  令和 7年 6月 5日（木）10：00～11：00 
        

◆会場  大阪 ECO動物海洋専門学校 ７F 701教室 

         

【学校関係者委員】 

業界代表  大下 勲  堺市獣医師会会長 大下動物病院院長 

保護者代表 中澤 絵里 

卒業生代表 吉本 喬  2006 年度エコ・コミュニケーション科卒業生 

地域代表  白國 哲治 大阪市西区民生委員 

 

学校教職員 

松浦 英二、村井 研太、城者 定史、粟津 邦彦、松村 健治、前川 宏希（議事録） 

 

開会の挨拶 松浦 学校長より 

本日はお集まりいただき誠にありがとうございます。 

今年はエコ・テクノロジー科の 1 期生が卒業を迎える年で、就職にむけて準備をしており

ます。大阪 ECO としては 4 年制の新しい卒業生ですので、しっかりとサポートしていきた

いと思っております。 

 

学校関係者評価委員開催について 粟津副校長 

事前にお配りした自己点検自己評価のシートを元に本日はご説明をさせていただきたいと

思います。重要事項を中心にお話させていただきます。 

 

令和 6 年度 自己点検自己評価報告 

1. 教育理念・目的・育成人材像 

滋慶学園の創立から変わらず『職業人教育を通じて社会に貢献する』ことをミッションに、

３つの教育理念【実学教育・人間教育・国際教育】４つの信頼【学生保護者からの信頼、業

界からの信頼、高校からの信頼、地域からの信頼】を実践しています。 

今年は神戸市にある atoa との企業プロジェクトが産学連携の目玉になる見込みです。 

加えて、長崎バイオパークや須磨水族館等、多くの企業と連携し、業界から求められる人材

の育成に努めたいと思います。 

 

 



業界代表 大下さまより 

わたしの病院にも ECO 動物看護師の学生が実習に来てくれています。 

真面目な学生ですが、積極性をもう少し努力していただけたらと思います。 

 

2．学校運営 

5 年間を一つのタームとして、中長期的な事業計画を作成しています。 

2024 年度のトピックスとして、在校生の退学率が 4.1％となり昨年から退学率が上がりま

した。要因としては、新入生の入学後すぐに登校ができなくなる学生が増加していることが

要因で早期の学生サポートが重要だと考えています。 

 

地域代表 白國さまより 

学校運営は退学率という数字だけでなく、日頃の学校生活の満足度に影響すると考えます。 

日頃から学校の先生と学生の接点を多く作ってください。 

 

3．教育活動 

昨年から引き続き合理的配慮を希望される学生が増加しています。 

特に LGBT の課題を抱える学生には担任だけでなく、専門のカウンセラーも一緒に関わる

ことが重要と判断し、２F には多目的トイレとして男女共用のトイレと更衣室を作りました 

 

 

地域代表 白國さまより 

LGBT の配慮は非常に良い取り組みだと思いますが、学生のプライバシーにも関わる大き

な課題ですので、慎重に対応をお願いします。 

 

4.教育成果 

コロナ期から継続してコミュニケーションの課題があります。加えて、先ほど大下先生から

もお話のあった積極性の課題は多くの企業様から要望をいただいているところです。 

スモールステップを設け、学生が自信をもてる教育カリキュラムを構成し、教育成果に繋げ

たいと思っています。 

 

業界代表 大下さまより 

先ほどもお話させていただいたのですが、積極性は学生の個人の問題というよりも社会背

景に起因することも大きいと思います。ただ、環境に要因を固定するのではなく、教育の力

で改善を求めます 

 

 



5.学生支援 

学費支援や学生生活サポートだけでなく、昨年より国家試験対策センターとの連携を強化

し、国家試験に不合格になった学生について、卒業後も合格できるまでサポートできる体制

を作りました。 

 

保護者代表 中澤さまより 

今年から弟がお世話になります。 

姉も学校生活は楽しく過ごさせていただいたので、これからも宜しくお願いします。 

学費面も相談にのっていただいてありがとうございました。 

 

 

6.教育環境 

学内には 150 種類 500 頭羽以上の動物が生活し、動物と日常的に触れ合いながら学ぶこと

ができる学習環境を整備しています。 

今年はカワウソが新しく来る予定をしております。帰りに是非ご覧下さい 

 

業界代表 大下さまより 

多くの動物と学べるのは非常にいいことですが、カワウソは受傷事故には気を付けてくだ

さい。 

 

7.学生の募集と受け入れ 

2023 年度入学生は入学定員 520 名に対して 525 名入学 

2024 年度入学生は入学定員 520 名に対して 538 名入学となりました。 

課題であった 4 年制のエコ・テクノロジー科の入学者が増加し、学校としては適正な学生

募集が行えたと思っています。 

 

 

8.財務 

事業計画を元に収支計画を立てて学校運営を行っております。 

財務情報はホームページにも公開し、第三者監査も受けております。 

 

地域代表 白國さまより 

今年から多子世帯の奨学金が開始になったとニュースで見ました。どんな内容ですか？ 

→資料をお渡しさせていただきますのでご確認いただけたらと思います。 

 

 



9.法令等の遵守 

南海トラフ地震にそなえて、各教室にアクションカードを設置し、万が一の災害に対しても

誰もが迅速に行動できいるように準備しました。 

また、地域の方の避難拠点として防災の自動販売機の設置、災害用のトイレや毛布も見直し

ました。 

 

地域代表 白國さまより 

このあたりは大規模の商業施設も少なく避難所になりえる物件が少ないので、備えていた

だけるのは非常に心強いです。 

 

 

10.社会貢献 

昨年はようやく人数制限なく学園祭を開催することができました。 

また、飼育室の開放や水族館の見学会も従来通り行うことができ、一層地域からの信頼を意

識した学校運営を心掛けたいと思います。 

 

 

地域代表 白國さまより 

地域の皆さんも動物を見るのが楽しみにしてくれています。 

迷惑というとおかしな話ですが、良い学園祭の運営をお願いします。 

 

 

学校関係者評価シートは 6 月 25 日までに返送をお願いします。 
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